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10月 7 日早朝、町内各所の神社から、宮出し神事の太鼓の音が、たわ
わに実 っ た稲穂のうえを、五穀豊穣をいのって響き渡った。牛淡qの浮嶋
神社では、松山地方では他で見られない、伝統の「ねり行事」が行われた。
おねりは、露払L、の手桶を先頭に、弓・矢・鉄砲持ち、行司 ・ 相撲力

士 ・ 振り奴 ・ 神宮 ・ 神輿等を含め、 7 、 80名の行列で、神社から堀池御旅所
までの約 1 km を、女子学生の奏でる横笛、神輿の鈴の音、かき手の掛け
声 とともに田園地惨をねり渡った。

実りの秋
質量
面積 100.59km' 
人口 20 ， 957人(+30) 

男 10 ， 021人(+18) 
女 10 ， 936人(+12) 

世帯数 6 ， 809世帯(+14) 
一世帯平均 3.08人

人口密度 208人

( )内は前月比

(10月 1 日現在)重信町総合計画策定
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広 報 しげの ぶ (2) 

j兄 3 す 阿I 地
を 年 る 財 方
7ι12、, 度 条 政 自

( 表 上 例 状 r台
重信町

単 し 半 況 j去
位 ま 期 基 の お

す の つ. 7品1」、 よ
財政状況公表

千
。

員オ き 表 ぴ
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状 成 関
平成 3年度上半期(4 月，_ g 月)

ノ

般会計予算執行状況

画E 予算現額 I 51憶 1 ， 564万円
収入済額 協級協務機物 28憶505万2千円(収入率54.8%)

億円

収入済額

28憶505万2千円

科 目 地 方| 町
交付税

|国 庫 | 県 | 分担金|税支出金支出 金 繰越金及負担金 繰入金 I 債財産収入 | 使用料及|諸収入 | 地 方
手数 量 譲与税他

予算現額 1,643 ,568 1,191 ,763 615 ,303 539 ,947 270 , 123 265 ,718 107 ,087 99 ,800 86 , 373 73 , 638 56 ,465 165 ,855 

収入現額 1,325 ,962 873 ,675 39 ,514 44 , 942 270 , 123 28 , 328 。 。 47 , 120 42 , 752 43 , 270 89 ,366 
(収入率) (80.7) (73.3) (6.4) (8.3) (100.0) (10.7) (0) (0) (54.6) (58.1) (76.6) (53.9) 

億円 y 33.4% 
I (単位千円)
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トー
支出済額
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17憶915万8千円
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2 一一一
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l 一一一

7 2 円
一

キ非 目 土木賞
店主 林

教育費 民 生 資 総務費 公債費 消防費 衛生 費 議会費
災 害

商工費 予備費
水産 1Il 復旧費

予 算現額 1,382 ,660 942 ,699 649 ,019 595 ,537 556 ,748 411 ,051 250 , 262 190 ,321 87 , ll7 40 ,358 7 ,868 2 ,000 

支 出済領 364 ,323 208 , 270 279 , 174 191 , 218 249.924 199 ,747 85 ,005 83.820 42 , 646 。 5 ,031 。

(支出率) (26.3) (22.1) (43.0) (32.1) (44.9) (48.6) (34.0) (44.0) (49.0) (0) (63.9) (0) 



広報しげ

税等の収納高
予算額 収納額 収(納%率) 

町民税 663 ,294 489 , 159 73.7 

固定資産税 435 ,508 320 ,463 73.6 

その他の税 92 ,961 64 ,053 68.9 

国保税 327 ,309 114 ,650 35.0 

水道料 162 ,854 54 ,671 33.6 

(3) 

田I タノ〈コ税

3.905万3千円

のぶ

(単位千円) • 町民が負担する税町
税

1 ， 191 ， 763 ， 000円の
l 人当たり(人口 20 ， 927人)告白

56 ， 948円問、

調定額

l 世帯当たり (6 ， 795世帯)

175 ， 388円

地方債の現在高

ぷ;---!どf 運用部 年 金
簡易 公金営属虫企公業庫 振市興町協会村 共済組合 市中銀行 農 協 特定資金 百十保険局

一 般公共事業 67 ,740 10 ,181 77 ,921 

公営住宅建設事業 188 ,561 181 ,754 41.985 412.300 

災害復旧事業 88.617 88.617 

義務教育施設整備事業 7.786 393 ,670 401.456 

一 般単独事業 33.489 311.971 6.041 93.760 368.886 3.340 817 ,487 

地域改善対策事業 552.056 2.728 554.784 

公共用地先行取得事業

厚生福祉施設整備事業 305 ,364 305 ,364 

一般廃棄物処理事業 16.789 16 ,789 

自民時財政特例債 179.964 179 ,964 

調 整 費 23.021 23 ,021 

特定資金公共事業債・ 488 ,775 488 ,775 

計 1,141 ,234 324.881 897 ,576 41,985 6,041 93 ,760 368 ,886 3.340 488 ,775 3,366 ,478 

メ~ 計 名 予算額 収入済額 支出済額

住宅新築資金等貸付事業 16 , 555 2 , 714 4 , 991 

老 人 保 険 1 , 120 , 846 473 , 592 496 , 498 

国 民健康保険 962 , 773 390 , 804 324 , 682 

筒 易 水道事業 193 , 188 88 , 684 64 , 248 

土地区画整理事業 491 , 310 190 , 379 68 , 965 

八幡地区区画整理工事

特別会計

予算執行状況

(単位千円)

整
備
が
進
む
各
事
業

新装なった北吉井小学校
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伊j

議

@
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補

充
員
の
選
挙

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
に
菅
原
忠
敏
氏
(
上
林
・
再
)
、

近
藤
栄
宏
氏
(
横
河
原
・
再
)
、
水

田
貰
氏
(
田
窪

・

再
)
、
森
正
氏

(
北
野
田
・
新
)
を
、
同
補
充
員
に

高
須
賀
寛
氏
(
上
村

・

新
)
、
花
山

常
雄
氏
(
西
岡
・
再
)
、
武
智
久
雄

氏
(
上
村
・

再
)
、
井
門
亀
男
氏

(
牛
湖
・

再
)
を
選
出
し
ま
し
た
。

A
Q
一A

総
合
公
園
整
備
事
業
費
な
ど

画
一
億
五
千
七
百
四
十
七
万
円
を
補
正

ぷ、

第
百
四
十
一
回
重
信
町
議
会
定
例

会
は
、
九
月
二
十
五
日
に
招
集
さ
れ

九
月
二
十
七
日
ま
で
の

三
日
間
の
会

期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た

一
億
五
千
七
百
四
十

七
万
六
千
円
(
累
計
五
十
億
九
千
六

百
三
十
二
万
一
千
円
)
の
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
十
四
議
案
を
原
案
可

決
・

同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
の
意
見
書
「
第

8

次
治
山
事
業
五
箇
年
計
画
に
お
け

る
投
資
規
模
の
確
保
に
関
す
る
意
見

書
」
他

一
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し

総
理
大
臣
は
じ
め
政
府
関
係
機
関
に

提
出
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

最
終
日
の
二
十
七
日
に
は
、
六
名

の
議
員
か
ら
、
企
業
誘
置
、
合
併
浄化

槽
、
生
活
環
境
整
備
、
観
光
整
備
、
老

人
福
祉
、
都
市
下
水
な
ど
各
方
面
に

わ
た
り
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

。
一
般
会
計
補
正
予
算

O

林
道
改
良
事
業二

八
、
六
五
O
千
円

。
道
路
橋
梁
新
設
改
良
事
業

二
二
、
六
四
O
千
円

。

総
合
公
園
整
備
事
業

二
二
、
五
O
O
千
円

の~t' し報広

O

が
け
崩
れ
対
策
事
業

一
O

、

O
八
O
千
円

。
集
会
所
建
築
事
業一二

、
七
一
五
千
円

。
災
害
復
旧
事
業四

O
、
二
二
八
千
円

。
国
土
利
用
計
画
(
重
信
町
計
画
)
一

回

-

q喝
d

の
策
定
戸

l

M
門

重
信
町
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

[
i

国
土
の
利
用
を
図
る
た
め
の
基
本
構
一
毎
年
、
ロ
月
4
日
か
ら
刊
日
ま
で

想
を
定
め
る
も
の
で
す
。
一
の

一
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。

@
工
事
請
負
契
約
一
人

権
週
間
は
、
国
民

一
人
ひ
と
り

助
兼
五
反
地
線
改
良
工
事
を
五
千
一
が
「
人
権」
と
い
う
も
の
を
再
認
識

三
百
四
万
五
千
円
で
有
限
会
社
橋
詰

一
し
、
ま
た
、
自
己
の
行
為
に
よ
っ
て

建
設
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
一
他
人
の
人
権
を
侵
し
て
い
な
い
か
反

こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。
一
省
し
て
み
る
週
間
で
も
あ
り
ま
す

0

0
土
地
改
良
事
業
に
伴
う
字
の
区
域

一

私
た
ち
が
豊
か
な
日
常
生
活
を
営

の
変
更
一
む
た
め
に
は
、
お
互
い
の
立
場
を
尊

県
営
土
地
改
良
事
業
に
伴
い
上
林
一
重
し
、
自
分
の
権
利
ば
か
り
を
主
張

の
小
字
の
区
域
が
一
部
変
更
さ
れ
る

一
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
心
が
け
な

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

。
監
査
委
員
の
選
任
一

今
年
の
人
権
週
間
で
は

任
期
満
了
に
伴
う
監
査
委
員
に
、
一
回
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

伊
賀
利
春
氏
(
志
津
川
・

新
)
を
選
一
人
権
意
識
を
育
て
よ
う

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
一
固
い
じ
め
、
体
罰
の
根
を
絶
と
う

@
教
育
委
員
の
選
任
一

回
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委
一
回
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

員
に

池
川
敏
朗
氏
(
見
奈
良
・
再
)
を
一
回
障

害
者
の
完
全
参

加
と

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
一
平
等
を
実
現
し
よ
う 人

権

週

。 平成 3年 11 月 25 日 (月)

午後 7 時一
。町民会館

第 l 、第 2 会議室

。松山広域都市計画公園の

変更 (5.5.6. 重信町総合

公園)

。重信町大字西岡地内

一
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

-

消
火
器
を
グ

の
五
項
目
を
強
調
事
項
と
し
て
お
一
重
信
町
消
防
団
で
は
、
消
火
器
の

り
ま
す
。
一
購
入
お
よ
び
詰
め
替
え
の
あ
っ
旋
を

差
別
、
い
や
が
ら
せ
、
家
庭
問
題
一
行
っ
て
い
ま
す
。

近
所
と
の
も
め
ご
と
、
子
供
ら
の
い
一
近
年
出
火
原
因
と
し
て
目
立
っ
て

じ
め
、
体
罰
の
問
題
な
ど
で
お
困
り
一
い
る
天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
の
消
火

の
方
は
、
一
に
有
効
な
消
火
器
を
ご
家
庭
に
最
低

松
山
市
宮
田
町
間
1

6

一
一
本
は
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

松
山
地
方
法
務
局
宮
⑨
0
8
8
8

一
消
火
器
の
購
入

・
詰
め
替
え
を
希

か
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
三
二
望
さ
れ
る
方
は
、
近
所
の
消
防
団
員

相
談
下
さ
い
。
一
ま
た
は
重
信
町
役
場
総
務
課
(

宮
@

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
一
2
0
0
1
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

ら
れ
ま
す
。
一
ぃ
。

な
お
、
本
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
一
史
聞

次
の
方
々
で
す
。
(
敬
称
略
)
一

松
山

一
価い

一
旋
)

一斡
ト

一
器
川

一
火
同

一
肖
刊

松山広域都市計画公園の変更

についての説明会開催

重信町総合公園整備事業に係る都

市計画の案の説明会を下記のとおり

開催します。

日 時

間小岩前奥中
綱本園 氏

利義俊幸主 名
』住↑専 H克信

見牛上横 住
大"、 i可
良洲林原 所

ftft 色合・
@ @ @ @  
2 8 6 2 電
325  1 
3 3 2 2 I~舌
779  5 

所

案件名

場

公園
計画地

問い合わせ先

重信町役場企画課

宮⑩2001 内線 413

区分 型式 斡店主価格

事庁 4 4 ,600 

規 6 5 ,000 

自韓 10 6 ,200 

入 20 11 , 100 
2 1 ,600 
3 1 ,700 

つ 2 ,800 
め

4 

台、
6 3 ,000 
10 3 ,500 

え
20 6 ,400 
泡 2 , 100 

※!l!剤の有効JIJl限は 5 年です。



一

戸山
直
同
一

森
清
香
山
口
雅
俊
一

Q
門
ハ
ハ凶
⑦
一
岡
田
い
づ
み
岡
固
め
ぐ
み

一

の
円
ハ
ハ
川
切

一
越
智
修
佐
伯
和
正
一
音
岡
こ
ず
え
渡
部
恵
未
一
池
田
剛
士
石

川

靖
一
垣
見
美
幸
近
藤
美
香
一
相
原
英
二
相
原
ゆ
か
り

一
杉
原
勇
記
和
田
亮
一
一
一
渡
部
毅
渡
部
宏
幸
一
石川

由
里
上
田
あ
ゆ
み
一
佐
伯
省
三
豊
嶋
昌
子
一
菅
能
ひ
と
み
曽
根
集
治

一

(咽
川ハ
ハ
〕
の

一
和
田
博
志
和
田
美
佐
子
一
大
隅
清
司
大
西
弘
美
一
中
江
謙

一

中
田
幸
一
森
明
子
森
啓
輔

一
稲
田
恵
岸
尾
憲
昭
一
心

四
日
川川
剛
)

一海
稲
ゆ
か
り
窪
田
克
彦
一
丹
生
谷
水
可
古
田
恵
美
一
森
は
る
み
森
ま
な
み

一
窪
田
洋
新
谷
ゆ
り
一
伊
賀
公
紀
大
窪
和
康

一黒
光
和
則
河
野
都
一
松
岡
敬
子
八
木
章

一八
木
卓
行

一
露
口
泰
範
永
松
将
吾
一
掛
水
幸
枝
谷
口
大
一
佐
伯
進
也
里
本
美
恵
一
四
元
明
渡
辺
泰
三
一

(m
lい
い
附)

一橋
本
肇
藤
岡
亜
矢
子

一野
中
か
お
り
日
野
貴
子
一
塩
見
佐
奈
江
高
須
賀
ミ
カ
一

O
E
品
開

一
青
井
史
子
芥
川

文
教

一藤
岡
順
子
藤
田
誠
治
一
日
野
律
子
山
内
陽
子
-
高
須
賀
由
妃
高
橋
素
子

一
岡
田
聡
美
木
村
純

一
一
池
田
真
弓
伊
藤
義
治

一
古
田
純
一
水
田
裕
子
一
和
田
光
教

一武
智
省

二

丹
英
子

一塩
見
洋

人

白
方
直

人
一
稲
垣
千
穂
上
杉
武
司

一
山
内
洋
子
渡
部
史
紀
一

一

堤
貴
子
遠
富
千
日
間
一
高
市
恵
理
子
玉
井
正
剛
一
徳
永
弘
美
乗
松
正
道

一
渡
部
裕
治
和
田
亜
矢
子
目
一
遠
富
直
樹
豊
田
倫
典
一
政
所
史
洋
一
原
田
誠
二
森
公
造

一
同

川
内
野
一

一
中
針
富
夫
西
嶋
千
織
一

向
閉
門
開
一
向
ハ
ハ
切

一伊
賀
牧
子
泉

ー

史
香
一

Q
阿
川
閥l
w)

一
東
ル
ミ
子
本
多
正
博
一
大
西
章
弘
織
田
原
環

一岩
田
佳
代
子
尾
崎
紀
仁

一井
門
純
子
影

山

康
彦
一
相
原
妃
登
美
青
儀
祥
子
一
宮
本
和
美
村
上
雅
信
一
橋
本
久
美
松
本
真
由
美

一近
藤
直
子
高
須
賀
幸
子

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん

…
加
藤
ひ
ろ
み川
田
美
穂
一
池
川

孝
裕
池

川

美
和
一
森
仁

山

西
里
恵
一
山
中
庸
江
一
武
智
友
花
津

川

美
紀

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一木
村
美
津
子
後
藤
恵
一
池
田
美
加
泉
五
津
子

一渡
部
志
乃
里
渡
部
雅
行

一

ω
門
町
〕
切

V
I
l
l
i
-
-
-
-


重
信
町
で
は
、
晴
れ
の
門
出
を
す

一杉
本
幸
子
佃
賢
作
一
伊
藤
真
由
美
越
智
隼
人
一
渡
部
満
一
相
田
和
美
大

川

素
子
二
あ
な
た
の
生
ま
れ
た
頃

る
新
成
人
を
迎
え
、
そ
の
前
途
を
激

一中
村
和
貴
橋
本
祐
志
一
越
智
康
生
影
山
ゆ
か
り
一
(

間
同
問岡
凶
問〉
一
桐
野
由
美
子
小
林
由
香
二

こ
ん
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。

励
・
祝
福
す
る
た
め
、
明
春
一
月
十

一
藤
原
清
司
水
田
紀
子
一
門
田
優
子

川

口
幸
代
一
岡
田
智
寿
香
首
藤
守
良

一柴
田
要
亮
束
村
直
樹
二

五
日
、
「
成
人
の
日
」
午
前
十
時
か
ら
一
村
上
誠
士
八
木
誠
司
一
菅
雅
美
菊
池
陽
子
一
高
橋
典
子
高
橋
洋
英
一
佃
栄
佃
真
知
子
一

一
図
ソ
連

、

初
の
有
人
宇
宙

町
民
会
館
に
お
い
て
、
成
人
式
の
式
一
山
内
佳
代
山
木
栄

二
一
北
村
由
美
木
村
道
広
一
橘
香
里
田
村
康
宏
一
橋
本
久
宮
内
隆
仁

二
一ー
は
げ
]
ンけン
一
地
唯

一1
図
沖
縄
返
還
協
定
調
印
式

典
及
び
記
念
行
事
を
挙
行
し
、

心
か
一
山

田
寛
士
和
田
麻
里
子
一
久
保
重
子
薦
田
美
代
子
一
詰
石
香
代
乗
松
利
恵
一
宮
内
哲
也
明
賀
志
緒
里

一
T
M
汁
同
は
け
川
口
J
M

ら
お
き
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
一
同
凶
川

)
一
佐
伯
真
吾
佐
伯
英
樹

一藤
井
康
聡
増
田
順
一
明
賀
ひ
ろ
み
明
賀
良
和
一

一V
ね
臨
諒
鮎
出

ま
す
。

一浅
野
政
子
上
野
羊

一
-
主
自
秀
彦
長
崎
英

一
一
三
瀬
泰
久
一
八
塚
誠
渡
部
真
己

二
プ
パa
U
U
1
Hド
U
U
什
、

i

一
，
f

イ
「
一

一
一
幽
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
、

そ
こ
で
、
成
人
式
該
当
者
に
は
十
一
大
須
賀
律
子
大
谷
麻
依
子
一
清
水
修
菅
こ
ず
え
一

Q
門
什

剛
一

Q
門
岡
ハ
切

二 一

E
U
U
バ
引
か
問

一
一月
末
日
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
で

一小
倉
晋
小
野
さ
お
り
一
高
田
郁
子
高
田
照
美
一
朝

比

奈
陽
大
北
剛
←
相
原
菊
江
岡
田
賀
子
一

一;
図
E
配
本
亮
椛
軒
町
一

i

配

本
人
あ
て
に
、
式
典
の
案
内
を
い
た
一
小
野
千
春
金
津
佐
知
一
高
橋
ひ
か
り
竹
田
音
伸
一
大
北
有
理
大
西
貴
子
一
樫
井
こ
ず
え
高
市
香
織

二
|
グ
ア
ム
島
密
林
で
発
見

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。
一
河
原
志
保
菅
野
フ
ミエ
一
田
村
篤
義
冨
野
泉
一
大
野
弘
志
坂
田
直
美
一
高
市
ま
さ
子
高
見
淳
一

一
図
第
日
回
冬
季
五
輪
札
幌

な
お
、
名
簿
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
一
木
村
い
ず
み
近
藤
崇
一
中
川

達
仁
中

川

吏
絵
一
住
吉
真
帆

仙
波
香
苗

一遠
山
浩
司
東
祐
司
ニ
ト
大
会
開
幕

i
l
-

-

い
方
、
誤
り
が
あ
る
方
、
ま
た
勤
務
一
佐
伯
好
昭
竹
田
薫
一
鍋
屋
利
恵
丹
生
谷
学
一
高
橋
加
代
三
瀬
敏
喜

一

両
富
岡
引
二
円
図
連
合
輩
、
軽
井
沢
浅

や
学
校
の
都
合
で
町
外
に
居
住
し
て

一
玉
井
ゆ
か
り
友
近
慎
也
一
橋
本
佳
香
深
水
涼
子
一
八
木
詔
子
八
木
秀
幸
一
伊
藤
純
子

二9

間
山
荘
に
ろ
う
城

い
て
成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る
で
水
見
友
絵
南
悔
弘
明
一
古
田
仁
美
松
下
美
保
一
八
木
美
香
弓
削
田
公
司
一
Q
m
l
川
刷)
ニ

イ
図
山
陽
新
幹
線
、
新
大
阪
、

方
は
、

一
西
原
淳
子
松
浦
由
紀
子
一
松
本
恵
子
和
気
弘
美
一

阿
川
川
訓
門
剛

一川
端
美
紀
寺
久
保
愛
子
二
-
岡

山
間
開
通

社
会
教
育
課
(
宮
⑩
1
5
0
0
)
ま
…
水
田
由
里
南
亜
富
一
渡
部
謙
吾
渡
部
聖
子
一
相
原
佳
秀
岩
田
光
弘
一
牧
る
み
子
森
秀
樹
二
図
明

日

香
村
高
松
塚
古
墳

で
ご
連
絡
下
さ
い
。
…
宮
倉
真
由
美

三
好
由
美
一
渡
泣
奈
穂
子
一
大
石
幸
子
大
西
明
美

一

一
一
で
極
彩
色
の
壁
画
発
見

ぷ、

成人式を
むガえる方ヘ
成人式該当者は

昭和46年 4 月 2 日から
昭和47年 4 月 1 日生まれの方

のt-f し報広(5) 



(6) 

国
民
年
金

印
歳
以
上
の
方
の

国
民
年
金
の
加
入
期
間
を

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

ぷ、

国
民
年
金
は
、
初
歳
か
ら
印
歳
未

満
の
方
を
加
入
対
象
に
し
て
い
ま
す

が
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

期
間
(
受
給
資
格
期
間
)
が
不
足
し

て
い
る
方
や
、
受
給
資
格
期
間
を
満

た
し
て
い
て
も
、
過
去
に
保
険
料
の

未
納
期
間
や
、
免
除
期
間
が
あ
る
た

め
、
年
金
額
が
減
領
さ
れ
る
方
は
、

印
歳
か
ら
臼
歳
に
な
る
ま
で
の
問
、

国
民
年
金
に

「
任
意
加
入
」
し
て
、

加
入
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

特
に
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
不

足
期
間
が
、
5
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

任
意
加
入
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

年
金
受
給
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

な
お
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
の

加
入
者
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
を
繰

り
上
げ
て
受
給
し
て
い
る
方
は
、
任

意
加
入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

。

加
入
は
、
申
請
し
た
月
か
ら
と
な

る
の
で

、

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
加

入
の
期
間
が
短
く
な
り
ま
す

。

く
わ
し
く
は
、

役
場
国
民
年
金

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

の,t ' し報広

老
齢
基
礎
年
金
の

繰
り
上
げ
請
求
は

回
老
齢
厚
生
(
共
済
)
年
金
が
、

一

日
歳
に
な
る
ま
で
支
給
停
止
と
な
り
一

ま
す

。

図
遺
族
厚
生
(
共
済
)
年
金
を
受

一

け
ら
れ
る
場
合
に
、
臼
歳
に
な
る
ま
一

で
は
、
ど
ち
ら
か

一
つ
の
年
金
し
か
一一
、
固
定
資
産
税
と
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

一

固
定
資
産
税
は

、

毎
年
月

一
日

囚
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
と
な
っ

一
現
在
で
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

た
と
き
(
就
職
し
た
と
き
)
は
支
給

一
を
所
有
し
て
い
る
人
が
そ
の
固
定
資

停
止
と
な
り
ま
す
。

一
産
の
価
格
を
も
と
に
算
定
さ

れ
る
税

回
請
求
し
た
後
に
は
、
取
り
消
し
一
額
を
そ
の
固
定
資
産
の
所
在
す
る
市

や
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。

一
二
、
固
定
資
産
税
を
納
め
る
人

一

固
定
資
産
税
を
納
め
る
人
は
、
原

一
則
と
し
て
固
定
資
産
の
所
有
者
で
す

。

一
。
土
地
:
・土
地
登
記
簿
又
は
土
地
補

一
充
課
税
台
帳
に
所
有
者
と
し
て
登
記

一
又
は
登
録
さ
れ
て
い
る
人

一
o

家
屋
:
・
建
物
登
記
簿
又
は
家
屋
補

一
充
課
税
台
帳
に
所
有
者
と
し
て
登
記

一
又
は
登
録
さ
れ
て
い
る
人

一
。
償
却
資
産
:
・
償
却
資
産
課
税
台
帳

一
に
所
有
者
と
し
て登
録
さ
れ
て
い
る

一
人

慎
重
に
グ

老
齢
基
礎
年
金
は
、
白
歳
か
ら
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
要
件
を
満
た
し

た
人
が
、
印
歳
に
な
っ
た
と
き
、
本

人
の
希
望
に
よ
り
臼
歳
に
な

る
前
で

あ
っ
て
も
、
繰
り
上
げ
て
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
時
に
は
、

次
の
事
項
を
充
分
に
注
意
し
て
下
さ

年
金
額
は
、
繰
り
上
げ
て
請
求
し

た
年
齢
に
応
じ
て
、
下
記
の
よ
う
な

割
合
で
減
額
さ
れ
ま
す

。

田
障
害
基
礎
年
金
や
寡
婦
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

老人保険の

自己負担金が

変わりました
平成4年 1 月 1 日から実施

う
わ
払
変
支
に
で
的
口
階
窓
段
の
に
関
う
機
よ
療
の
医
次

カ
・
刀

方
金
の
担
人

負
す

老
部
ま一
り

繰り上げを請求
減額率したときの年齢

60歳 0.42 

6 1歳 0.35 

62歳 0.28 

63歳 0.20 

64歳 0.11 
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その他、お問い合わせは、役場住民

課・老人医療係まで。
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外
来

入
院

ネ見

務

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

口座振替利用者
の方にお知らせfノ

毎月発送していた、 口座娠毛主

用領収書事兼通知書のはがきを、

平成 3 年度から経資節減等をは

かるため、 4 月と 10月 の年 21ill 、

お送りすることにいたしました

ので、ご了*下さい。

日即時月刊 4 月・ 10 月
|時年 2 図

書F 送付

?ミ

よ

三
、

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
資

産
土
地
、
家
屋
及
び
償
却
資
産

(
全

社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経

営
し
て
お
ら
れ
る
方
が
、
そ
の
事
業

の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
機

械
、
器
具
、
備
品
等
を
い
い
ま
す
。
)

が
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

回
、
税
額
算
定
の
あ
ら
ま
し

固
定
資
産
税
は
、
次
の
よ

う
な
手

順
で
税
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

川
固
定
資
産
を
評
価
し
、
そ
の
価

格
を
決
定
し
、
そ
の
価
格
を
も
と
に

課
税
標
準
額
を
算
定
し
ま
す
。

∞
課
税
標
準
額
×
税
率
1

税
額
と

な
り
ま
す
。

印
税
額
等
を
記
載
し
た
納
税
通
知

書
を
納
税
者
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

第 5期

来月は

固定資産税 第 3期

国民健康保険税 第6期

簡易水道使用料 10 ・ 11 月分

1 1 月の納税

国民健康保険税
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ロ
月
5

日

同
一

受
付
日
一
却

i
u

…
…ω
一

学
級
凶
一
∞
1
日
一
切

一

町
民
会
館
一
平
成

二
年
末
現
在
、
わ
が
国
の
腎

平
成
3

年
4

月

・

5
月
一
不
全
に
よ
る
透
析
患
者
は
十
万
人
を

生
ま
れ
の
礼
児

一
超
え
、
さ
ら
に
毎
年
七
千
人
ず
つ
増

栄
養
士
、
保
健
婦
一
加
し
て
い
ま
す
。
病
気
の
症
状
な
ど

無
料
一
に
、
「
軽
い

」
「重
い
」
が
あ
り
ま
す

母
子
手
帳
一
が
、
腎
臓
の
機
能
が
極
度
に
弱
ま
つ

7

・
8

ヶ
月
の
心
身
発
育

・
一た
腎
不
全
の
患
者
さ
ん
は
、
生
命
を

発
達
に
つ
い
て
一
維
持
す
る
た
め
に
、
人
工
透
析
を
定

予
防
接
種
に
つ
い
て
一
期
的
に
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

神
経
芽
細
胞
腫
に
つ
い
て
一
こ
う
し
た
腎
不
全
を
完
全
に
治
す

離
礼
食
の
進
め
方
、
試
食
一
治
療
方
法
は
、
現
代
の
医
学
で
は
腎

な
ど
一
臓
移
植
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

一
多
く
の
患
者
さ
ん
が
、
腎
臓
移
植
を

二
待
ち
望
ん
で
い
る
の
で
す
。

二
腎
臓
移
植
は
、
欧
米
諸
国
で
は
広

二
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
ア
メ

二
リ
カ
で
は
年
間
約
一
万
例
を
数
え
、

二
そ
の
成
功
率
も
年
々
向
上
し
て
い
ま

二
す
。
そ
し
て
、
移
植
さ
れ
た
四
分
の

二
三
の
腎
臓
は
、
遺
体
か
ら
提
供
さ
れ

二
た
も
の
で
す
。
「
献
腎
」
が
広
く
普
及

二
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
死
後
、

|
|

一
日
初
品
目
を
目
標
に
|
|
|

健
康
づ
く
り
料
理
講
習
会

離

手L

食
声Lι

寺ー

級

日

時;

ロ
月
2

日
制

9

時
却
分
l
u
時
叩
分

南
野
田
公
民
館

住
民
の
方

無
料

健
康
手
帳
・

(
タ
ッ
パl

、

エ
プ
ロ
ン
が
あ
れ
ば
便
利
。
)

内
容

調
理
実
習
・

試
食

一
栄
養
士
)
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

(
の
話
)
につ
い
て

一
保
健
婦
)
日
常
の
健
康
管
理
に
つ
い

一
の
話
一て

日

日寺

場
所

対
象
料
金

持
参
品

対場

象所

担
当
料
金

持
参
品

内
容

希
望
者
に
は
血
圧
測
定
を
行
い
ま
す
。

母親学級開催について
妊娠・出産・育児は女性にとって大きな喜びであり、
誰もが元気な赤ちゃんを育み育てたいと、心から願って
いることでしょう。そして、母親となる喜びだけではな

く、不安を感じることも多いのではないでしょうか。
そこで、妊娠・出産・育児に関する正しい知識を持ち、

妊娠中を快適に過せるように、母親学級を開催します。
座談会などを通して、楽しい仲間づくりの場としても

利用して下さい。 一人であれこれ思うよりも、みんなで

話し合ってみませんか。
多数のご参加をお待ちしています。
対象妊婦
場所町民会館

料金無料
申し込み方法 電話にて、保健婦まで
※ 申し込みをされた方には、折り返し詳しい案内状を
送付します。
日時及びその内容

医l 月 日 時 間 内 '骨dヤ

自己紹介
第 1 回 12 月 4 日附 午後 2 時-3 時30分 産座婦人科医師の講義

談合

第 2 回 12月 10 日 (:k) 午後 2 時-3 時30分 妊保婦健f料婦品、 呼吸義法
( の講と実技)

第 3 回 12月 16 日 (月) 午後 2 時一 3 時30分 j本(保i谷健、お産の準義備
婦の訴 と実技)

第 4 回 12月 25 目 。'j() 午前 10時一 121時30分 妊栄産婦の栄養講
(養士の 義・調埋実留)

第 5 凹 月日未定 午後 211寺- 31時30分 育児座談会

じ
ん

|
|

腎
臓
病
の
患
者
さ
ん
の
た
め
に
|
|

腎
臓
パ
ン
ク
の
登
録
に
ご
協
力
を

腎憶は、腹部の背側にを

石2個あります。握りこぶ

しより少し大きく、そう豆

の形をしています。岳分約

7 リットルの回渡をう過し、

体内で余分になっだ水分や

塩分、老廃物などをオシッ

腎
臓
病
で
困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
、

腎
臓
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
が
整
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
腎

臓
提
供
者
に
よ
っ
て
、
多
く
の
患
者

が
救
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

日
本
で
も
腎
臓
移
植
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
元
年
末
ま
で
に

約
七
千
件
、
年
間
で
も
約
七
百
件
し

か
移
植
手
術
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
も
移
植
さ
れ
た
腎
臓
の
過
半
数

は
、
遺
体
か
ら
の
も
の
で
は
な
く
、
患

者
の
肉
親
(
親
子
や
兄
弟
な
ど
)
か
ら

の
生
体
腎
臓
移
植
に
よ
る
も
の
で
す
。

も
し
、
あ
な
た
が
腎
不
全
患
者
へ

の
移
植
の
た
め
、
死
後
に
腎
臓
を
提

供
し
た
い
と
お
考
え
に
な
っ
た
と
き

は
、
腎
臓
パ
ン
ク
の
登
録
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
満
六
十
五
歳
以
下
の
方

な
ら
、
だ
れ
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は

側
愛
媛
腎
臓
パ
ン
ク

@
2
1
1
1

ま
た
は

役
場
厚
生
課

へ
⑩
2
0
0
1

コ(尿)として排せっし、

俸の水分や凹波中に窓けて

いる多くの成分を、一定に

保つl到きをしています。ま

疋、赤凹iまの生成や骨の代

謝lこ必要なホルモンの生成

怠ども行っています。
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l 策定に伴う作文|
岡t

手 珍f

さ! 生き

松ミ

重
信
町
は
農
業
を
主
柱
と
し
て
き

た
町
で
あ
っ
た
。

最
近
の
地
価
高
騰
は
地
方
都
市
も

例
外
で
な
く
、
こ
れ
ら
周
辺
の
市
町

村
が
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
化
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
当
町
も
愛
大
医
学
部
の
設

立
を
契
機
に
志
津
川
・

横
河
原
地
域

に
は
活
況
が
あ
る
。
何
等
か
の
要
因

で
人
口
増
加
が
あ
る
と
町
は
、
生
き

ぷ、の~ -f し報広

りまちづく
様からご意見をいただき、

いただきます。

生
き
と
な
る
。
過
密
で
な
く
過
疎
で

は
な
い
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
私
案

を
簡
記
し
て
み
る
。

人
間
と
し
て
生
存
の
基
本
要
件
は
、

衣
・

食
・

住
に
あ
る
。
衣
と
食
は
賛

を
尽
く
す
者
さ
え
見
え
る
。

一
方
、
住
宅
と
な
る
と
、
宅
地
高

騰
の
結
果
、
建
築
を
諦
め
ざ
る
を
得

な
い
人
々
が
多
数
い
る
。
こ
れ
ら
の

人
を
対
象
に
環
境
良
好
な
土
地
を
行

政
で
造
成
し
て
貸
与
し
、
マ
イ
ホ
ー

ム
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
。

土
地
の
確
保
が
先
決
で
あ
る
。

先
ず
、
青
写
真
を
示
そ
う
。
例
え

ば
、
町
中
心
に
離
れ
て
も
上
林
や
拝

志
な
ど
安
価
で
入
手
可
能
な
丘
陵
地

を
選
定
。
階
段
式
に
造
成
し
六
十
坪

1

七
十
坪
で
余
裕
の
あ
る
土
地
を

二

百
戸
か
ら
三
百
戸
を
目
安
に
し
て
団

地
を
形
成
す
る
。
景
観
を
優
先
さ
せ

る
た
め
各
戸
の
境
界
は
、
生
け
垣
を

原
則
と
な
す
。
花
木
を
植
え
、
遊

具

を
設
置
し
た
ミ
ニ
公
園
も
必
要
で
あ

る
。
水
源
は
石
鎚
山
系
の
伏
流
水
を

ボ
ー

リ
ン
グ
し
て
貯
水
場
を
造
る
。

こ
れ
ら
は
モ
デ
ル
団
地
と
な
る
よ

う
美
観
に
も
工
夫
を
凝
ら
す
。
他
市

町
村
か
ら
の
入
居
を
拒
ま
な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
制
度
は

一
時
滞
在

型
の
別
荘
地
と
し
て
は
貸
与
ま
た
は

売
却
を
禁
じ
る
。
違
反
者
に
は
、
立

退
き
を
要
求
す
る
権
限
を
保
有
す
る
。

土
地
の
大
部
分
は
町
有
の
ま
ま
と

し
、
貸
宅
地
と
な
す
。

一
部
を
売
土

地
と
し
て
売
却
を
可
と
す
る
も
、
営

利
を
目
的
の
悪
徳
者
を
排
除
す
る
た

め
細
部
に
渡
る
条
令
を
制
定
し
て
お

く
。
な
お
建
物
本
体
は
、
個
人
の
建

築
に
委
ね
る
。
借
家
で
な
く
借
地
な

が
ら
、
持
家
と
な
る
と
こ
ろ
に
魅
力

が
あ
る
。

所
要
財
源
は
、
町
財
政
で
処
置
す

る
が
、
不
足
は
固
ま
た
は
県
の
融
資

に
依
存
す
る
も
便
宜
で
あ
ろ
う
。
第

三
セ
ク
タ

ー

方
式
を
採
用
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

土
地
が
出
来
た
。
家
が
建
っ
た
。

生
き
生
き
と
生
活
す
る
た
め
に
は
、

完
備
し
た
公
共
施
設
に
自
然
の
景
観

が
大
切
だ
。
幸
い
当
町
は
緑
と
重
信

川
の
清
流
が
あ
る
。
現
在
、
計
画
の

あ
る
桜
の
植
樹
を
十
年
か
け
て
も
よ

い
。
川
岸
を
桜
の
名
所
と
す
る
。
素

晴
し
い
光
景
が
期
待
で
き
る
。
そ
の

川
沿
い
に

サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
歩
行
者

専
用
の
道
を
貫
通
さ
す
。

西
岡
地
区
に
は
テ

ニ
ス
コ
ー

ト

の

建
設
の
予
定
も
あ
る
。
た
だ
美
術
館

が
な
い
。
足
立
の
圧
の
高
畠
華
育
の

作
品
だ
け

で
は
淋
し
い
。
久
万
美
術

館
程
度
の
規
模
で
よ
い
。
芸
術
の
香

り
が
人
を
引
き
付
け
る
。

か
つ
て
、
私
が
当
町
へ
永
住
を
決

め
た
理
由
の

一
つ
は
、
隣
地
へ
製
材

所
が
出
来
て
、
四
六
時
中
、
騒
音
に

悩
ま
さ
れ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

自
然
が

一
杯
詰
っ
た
町
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

に
美
術
館
が
出
来
、
図
書
館

も
あ
る
。
四
季
折
々
の
遁
進
に
快
適

な
環
境
が
、
え
ひ
め
の
軽
井
沢
の
イ

メ

ー

ジ
を
連
想
さ
せ
る
。
こ
ん
な
町

づ
く
り
も
夢
で
は
な
い
。

一

療
育
手
帳

一

面
切
J
R

や
パ
ス
半
額

一

一ロ
か

一

」
皇
由
属』

一
一
、
旅
客
鉄
道
株
式
会
社(J
R
)等

一
の
旅
客
運
賃
割
引
制
度
に
つ
い
て

一
山
第
1
種
精
神
薄
弱
者
及
び
第
2

一
種
精
神
薄
弱
者
の
分
類
に
つ
い
て

一

療
育
手
帳
「
A
」
(
重
度
)
:

一

:
:

:

第
1

種
精
神
薄
弱
者

一

療
育
手
帳
「
B

」
(
そ
の
他
):
:

:

一
:
:
:
第

2

種
精
神
薄
弱
者

一
間
割
引
率
等
に
つ
い
て

一
①
第

1

種
精
神
薄
弱
者
が
介
護

一

者
と
と
も
に
乗
車
す
る
場
合

一

普
通
乗
車
券
、
定
期
乗
車

一

券
、
回
数
乗
車
券
及
び
普
通

一
急
行
券
が
介
護
者
と
も
5
割

一
引
で
購
入
で
き
ま
す
。

一
②
第

1

種
精
神
薄
弱
者
及
び
第

一
2
種
精
神
薄
弱
者
が
単
独
で
、

一

m
M
を
超
え
て
乗
車
す
る
場

一

A口

一
普
通
乗

車
券
が
5
割
引
で

一
購
入
で
き
ま
す
。

一
③
ロ
歳
未
満
の
者
が
定
期
乗
車

一
券
を
購
入
す
る
場
合
に
つ
い

一
て
は
、
障
害
の
程
度
に
か
か

一
わ
ら
ず
、
介
護
者
の
通
勤
定

一
期
乗
車
券
が
5
割
引
と
な
り

一
ま
す

。

一

(
①
③
と
も小
児
定
期
乗
車
券

一

に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
)

一
印
各
民
営
鉄
道
に
つ
い
て
も
、
J

一
R

に
準
じ
た
制
度
が
実
施
さ
れ
る

一
こ
と
と
な
り
ま
す

。

を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

の
介
護
者
も

二
、
パ
ス

、

旅
客
船
の
旅
客
運
賃
割

引
制
度
に
つ
い
て

原
則
と
し

て
、

一
(
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
等
の
旅
客
運
賃
割
引
制

度
)
と
同
様
の
割
引
制
度
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、

パ
ス
に
つ
い
て
は
、
距
離
制
限

が
あ
り
ま
せ
ん
。

三
、
航
空
旅
客
運
賃
の
割
引
制
度
に

つ
い
て

満
ロ
歳
以
上
の
第
l

種
精
神
薄

弱
者
が
介
護
者
と
と
も
に
旅
行
す

る
場
合
に
は
、
介
護
者
と
も
普
通

大
人
片
道
運
賃
の
お
%
が
割
引
と

な
り
ま
す
。

満
ロ
歳
以
上
の
第
2

種
精
神
薄

弱
者
が
、
単
独
で
旅
行
す
る
場
合

に
は
、
本
人
の
普
通
大
人
片
道
運

賃
の
お
%
が
割
引
と
な
り
ま
す
。

四
、

療
育
手
帳
の
書
換
え
等
に
つ
い

て

割
り
引
き
運
賃
に
よ
っ
て
乗
車

さ
れ
る
場
合
に
は
、
療
育
手
帳
の

提
示
が
必
要
で
す
。
重
信
町
役
場
・

厚
生
課

へ
療
育
子
帳
・

写
真
1
枚

(
縦4
で
×
横
3
勺
で
、
脱
帽
し

て
上
半
身
を
写
し
た
も
の
)

・

印

鑑
を
持
参
し
て
書
き
換
え
申
請
を

し

て
く
だ
さ
い
。

書
き
替
え
事
務
は

叩
月
お
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。
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二十一世紀への
藤i

重信町総合計画策定に伴い、町内の皆
まことに有難うございました。
今月から、皆様のご意見を掲載させて

;0 1捕手
津
) 1 1 子こ

あ
と
十
年
で
、

二
十

一
世
紀
。

私
の
子
ど
も
た
ち
は
、
思
春
期
を

む
か
え
る
。
そ
の
頃
に
、
こ
の
町
が
、

ど
ん
な
町
に
な
っ
て
い
る
か
。

娘
た
ち
が
、
人
間
と
し
て
豊
か
に

育
つ
こ
と
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る

。
ま
ち
。
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。

正
直
に
言
う
と
、
と
て
も
心
配
し

て
い
る
。
今
の
世
の
中
全
般

、

今
の

イ左 喜

重
信
町
で
起
き
て
い
る
様
々
な
で
き

事
、
そ
れ
ら
を
考
え
あ
わ

せ
、
十
年

後
を
思
う
と
、
あ
ま

り
明
る
い
気
持

ち
に
は
な
れ
な
い
。

た
だ
、
社
会
全
体
に
対
し
て
抱
く

不
安
や
不
満
の
分
、
一
番
身
近
な

か
ま
ち
。
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
は
大

き
い
。
そ
の
期
待
に

比
例
し

て
、
心

配
し
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

二
十
一
世
紀
で
な
く
て
も
、
今
で

も
、

困
っ
て
い
る
事
、
疑
問
に
思
う

事
、
怒
っ
て
い
る
事
、
早
く
な
ん
と

か
し

て
欲
し
い
事
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
町
政
に
対
し
て
。

住
み
や
す
さ
と
は
、
た
だ
単
に
、

便
利
を
求
め
る
こ
と
と
は
違
う
。
物

が
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
豊
か
だ
と
は
、

言
え
な
い
の
と
同
じ
こ
と
。
形
あ
る

も
の
・

見
栄
え
す
る
も
の
を
作
る
だ

け
で
な
く
、
そ
こ
で
生
活
す
る

人
や

利
用
す
る

人
の
声
を
何
度
も
聞
い
て
、

は
じ
め
て
わ
か
る
こ
と
が
あ
る
。

ス
ー

パ
ー

マ
ー
ケ

ッ
ト

の
文
句
の

よ

う
に
、

『
よ
り

よ

い
品
を
、
よ

り

安
く
、
よ
り
多
く
、

よ

り
早
く
提
供

す
る
』

こ
と
に
追
わ
れ
る
時
代
は
も

う
、
終
わ
っ
て
い
い
。

「
ま
ち
づ
く

り

」

の
姿
勢
も
、
そ
ん
な

言
葉
に
煽

ら
れ
た
よ
う
な
も
の
で
な
い
ほ
う
が

'
ν
3
V
 例

え
ば
、
「

一
人
住
ま
い
の
お
年

寄
が
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
町
」
「休

日
に
、
遠
く
の
観
光
地
や
街
中
へ
出

か
け
な
く
て
も
、
く
つ
ろ
げ
る
町

」

「
友
だ
ち
ゃ
教
師
の
い
じ
め
に
泣
く

子
が
い
な
い
町
L。

|
|
考
え
て
ほ
し
い

テ
ー

マ
は
、
一

い
く
ら
で
も

あ

る
。
そ
の
た
め
に
、
一

「

何
か
あ
っ
た
ら
、
言
っ
て
き
な
さ

一

い
」

と
い
う
姿
勢
で
は
な
く
、
足
で

一

聞
い
て
回
る
努
力
に
力
を
惜
し
ま

ず
、
一

続
け
る
こ
と
が
、
ま

ち
づ
く
り
の
ス

一

夕
|
卜

で
は
な
い
か
。

一

「

こ
の
町
は
、
ど
う
な
っ
て
る
の
け
」
一

と
、
友
人
と
話
す
こ
と

も

あ
る
。
「
重

一

信
町
は
、
こ
こ

が
い
い
の
よ
ね

U
と

一

い
う
事
も
、
ま

た
、
あ
る
。
私
た
ち

一

の
思
い
は
、
政
治
を
し
て
い
る
人
た

一

ち
が
考
え
る

よ

り
、
、
つ
ん
と
具
体
的
一

な
と

こ

ろ
か
ら
始
ま

り
、
未
来
(
近
一

未
来
?
)
へ
の
夢
や
、
理
想
に
つ
な

一

が
る
。

一

「
住
宅
の
多
い
と
こ
ろ
に
、
も
う

一

一
つ
幼
稚
園
が
あ
る
と
、
安
心
な
の

一

に
|
|
|
」

「

お
年
寄
り
ゃ
主
婦
が
、
リ

ハ
ビ

一

り

や
健
康
づ
く
り
に
気
軽
に
利
用
で

一

き
る
プ
ー

ル
が
ほ
し
い
L

一

「

こ
の
町
な
ら
、
利
益
第

一
で
な

一

い
、
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
公
園
一

が
で
き
る
」

e
t
c

。
一

ひ
と
り
の
声
、
け
れ
ど
、
拾
っ
て

一

い
け
ば
た
く
さ
ん
あ
る
声
、

二
十
一
一

世
紀
の
ま
ち
‘
つ
く
り
に
つ
な
が
る
切

一

実
な
声
を
、
大
事
に

し

て
ほ
し
い
。
一

こ

れ
は
、
漠
然
と
し
た
意
味
で
は
な
一

ぃ
。
何
ら
か
の
団
体
に
属
し
た
り
、

一

有
力
な
議
員
を
通
し
た
り
し
な
く
て

一

も
、
一
つ
の
意
見
や
疑
問
が
、
き
ち

一

ん
と
検
討
さ
れ
た
り
論
議
さ
れ
た
り

一

す
る
仕
組
み
を
作
る

、

続
け
る
、
公

一

関
す
る
こ
と
が
、
必
要
だ
と
思
う
。
一 平成 3 年度

えひめ産業文化まつり1

業

7
3
間

冗
展
綿

子
術
枇

利
技
一
向

rz 
先
一
刊

開催日時

平成 3年 11 月 23 日(祝 ・ 土)
10 : 00 -17 : 00 

24 日( 日)

9:00-15:30 

麻薬・覚せい剤禍を

みんなで

撲滅しよう.グ

開催場所

愛媛県県民文化会館
(松山市道後町)

愛媛県農業試験場

(松山市道後一万)

2 

主な行事
0 ふるさと産物展

。パノラマ展

0 1'.支柿I ・ ア イディア展

0 ふるさと感謝の広場

。えひめの食と文化展

。ふるさと市コ ーナ-

0 ちびっこ広場

0協賛展

平成 3年 11 月 15f金) ・ 16佳) ・ 17(日)
10 : 00 -16 : 00 
松山市久米窪田町337 - 1

テクノプラザ愛媛、愛媛県工業
技術センター

「技術で創る、未来に会える」

愛媛県 ・ 側)愛媛テクノポ リ ス財
団 ・ テクノポリスフェア実行委
貝会

きと

3 

党せレ剤のおそろ L 2
ところ

テーマ

主催

2 

3 
4 

"/. '1' 1� 

5 内容
(1) 県内外企業の先端技術・新製品の展示、

実演
(2) 先端技術セミナー・研究事例発表
(3) おもしろテクノ体験コーナー

6 その他 入場無料、駐車場400台

(お問い合わせ先)
松山市久米窪田町337 一 l
例愛媛テクノポ リ ス財団
fi60 -1100 FAX 60 -1105 



(10) 

園
田
閉
園
置

子
ど
も
と
同
和
問
題

ぷ、

|
|

温
か
い
家
庭
づ
く
り
|
|

今
の
子
ど
も
を
と
り
ま
く
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

ま
ず
、
成
績
本
位
の
風
潮
や
核
家

族
化
が
多
く
の
影
響
を
も
た
ら
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
、
次
に
、
テ
レ
ビ

な
ど
情
報
社
会
の
影
響
を
大
き
く
受

け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
結
果
、

「
身
勝
手
で
社
会
連

帯
意
識
に
欠
け
、
過
保
護
で
自
立
心

が
乏
し
い
U
子
ど
も
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た

精
神
的
風
土
で
は
、
同
和
問
題
を
は

じ
め
と
す
る
人
権
問
題
を
自
分
の
も

の
と
し
て
真
剣
に
考
え
よ
う
と
す
る

気
持
ち
ゃ
姿
勢
が
育
っ
て
い
か
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
人
権
問
題
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
る
豊
か
な
精
神
的
な
土

壌
を
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
み
ん
な
で

つ
く
り
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

のげし幸良広

テ
レ
ビ
社
会
と
家
庭

子
ど
も
は
、
親
と
の
交
わ
り
、
友

人
や
隣
人
と
の
交
わ
り
、
あ
る
い
は

い
ろ
い
ろ
な
社
会
生
活
で
の
経
験
の

中
で
も
ま
れ
て
自
己
を
確
立
し
、
均

衡
の
と
れ
た
社
会
人
に
育
っ
て
い
く

の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

社
会
性

を
身
に
つ
け
る
時
間
や
親
子
の
温
か

い
対
話
が
極
め
て
大
切
に
な
っ
て
く

る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
時
間

が
テ
レ
ビ
に
大
き
く
奪
わ
れ
て
い
る

と
す
れ
ば
、
子
ど
も
の
人
格
形
成
に

与
え
る
影
響
は
き
わ
め
て
大
き
い
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

親
子
の
対
話

実
際
に
は
、
子
ど
も
の
言
い
分
を

十
分
に
聞
き
も
し
な
い
で
は
ね
返
し

た
り
、
一
方
的
な
親
の
意
志
を
押
し

つ
け
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、

「
勉
強
し
な
さ
い
日
、

「
テ
ス
ト
ど
う
だ
つ
た

ω
、
「
遊
ん

で
ば
っ
か
り
日
、
「
あ
ん
な
子
と
つ

き
合
っ
て
己
、
「
子
ど
も
が
何
を
言

う

己
と
い
っ
た
決
ま
り
き
っ
た
こ
と

ば
の
繰
り
返
し
の
中
で
子
ど
も
の
気

持
ち
を
封
じ
込
め
て
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
よ
う
な
一
方
通
行
の
話

で
は
、
親
子
の
温
か
い
対
話
は
生
ま

れ
ず
、
子
ど
も
が
テ
レ
ビ
に
逃
げ
込

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
緊
張

感
や
逃
げ
場
の
な
い
人
間
関
係
が
家

庭
に
漂
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
は
い
け
な
い
の
で
あ
っ
て
、

子
ど
も
の
言
う
こ
と
を
温
か
く
受
け

と
め
、
親
の
真
剣
な
生
き
方
や
た
く

ま
し
い
活
力
が
大
切
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
心
の
安

定
や
信
頼
が
生
ま
れ
、
豊
か
な
情
感

を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
育
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

豊
か
な
人
間
性
を
み
ん
な
で
育
て

九
回。

情
操
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
は
、
ゃ
一

が
て
人
を
大
切
に
扱
っ
た
り
、
人
の
一

気
持
ち
を
く
み
と
っ
た
り
、
相
手
の
一

立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
の
で
き
一
青
少
年
が
非
行
に
陥
る
こ
と
な
く
、

る
人
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
で

一
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ

す
か
ら
温
か
い
家
庭
づ
く
り
こ
そ
、
一
と
は
、
町
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。

大
切
で
あ
り
ま
す
。
一
家
庭

・

学
校

・
地
域
社
会
が

一
体

1
1
1

1
1
1
I
l
l
i
-
-

1
1
1
1
1

ノ
一
と
な
り
、
町
民
総
ぐ

る
み
で
青
少
年

第
四
回

重
信
町
人
権
講
座

二
の
健
全
育
成
を
図
り
ま
し
ょ
う

。

日
時
十

一
月
十
八
日
(
月
)
一
一
そ
の
た
め
に

十
九
時
三

十
分
よ
り
一
一
一
、
優
し
さ
と
厳
し
さ
の
調
和
の
と

場
所
重
信
町
民
会
館
一
一
れ
た
健
全
な
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ

講
師
朝
倉
村
同
和
教
育
推
進
員
二
ぅ
。

竹
田
進
先
生
二

二
、
地
域
の
子
を
我
が
子
と
同
様
に

演
題
私
の
歩
ん
で
来
た
道
二
見
守
り
育
て
、
愛
の

一
声
を
か
け
ま

f
i
l
l
I
l
l

i
-
-
-

I
l

l
i
-
-
I
l
l
1

\

一
l
v
よ
、
つ
。

Z
Z
E
E
E

一
二
二
、
青
少
年
は
、
積
極
的
に
地
域
行

平
成
三
年
度
一

寸
人
権
右
語
る
集
い
」

を
開
催
二
事
に
参
加
し
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ

・

文

二
化
活
動
等
に
よ
る
社
会
参
加
を
図
り

日
時
平
成

三
年
十
二
月
七
日
一
一
ま
し
ょ
う
。

(
土
)
午
後
一
時
よ
り
三

場
所
重
信
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
二

こ
の
集
い
は
、
第
五
回
人
権
講
二

座
と
兼
ね
て
行
い
ま

す

。
多
数
の
二

方
々
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
二

げ
ま
す

。
一

一

ご
家
族
で
一

「
え
ひ
め
同
和
教
育
」
で
話
題
を
一

崎

育
問

!

じ

…
:
s

聞
え
[

二
一
了

…

I
i
i
t

二

・

4
量

的

H
'

u

w

川
U

叩

t

L
S
J

s

a

叩
タ
問
ー

ら
お
"
に
山

一
日
川
村
山
口

t
-

一

一

"
4

『
7

・
R
M

叫
.・
1

同
町
μ

E
2
A

g
R

E

a
r
-
-

仰
れ
周M

l…1
1
:…

一刻
掛
けi

一
一

青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

十
一
月
一
日
1

三
十
日

重
信
町
教
育
相
談
室

青
少
年
の
非
行
防
止
、
い
じ
め
、

登
校
拒
否
、
異
性
関
係
、
進
学
、
親

子
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

上
の
諸
問
題
や
悩
み
ご
と
の
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時

毎
週
水
曜
日
目
時

1

口
時

場
所

図
書
館
三
階

電
話
で
も
よ
い
し

、
直
接
来
館
さ

れ
て
も
結
構
で
す
。
お
子
さ
ん
か

ら
の
電
話
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ft64 -3437 へ

12 11 月

25 18 11 4 27 20 13 6 日

稲荷 近近背 八菅大* キ目
藤藤井 木野森田

i長
善良栄正 秋光忠、敬敏 員
- {否宏史 雄子 l資

*一新刊図書のご案内一*

〈歴史書> 0天智・天武天皇の謎(大和岩雄)

0戦国の終わりを告げた城(制国勢) 0 はるかな

る桜蘭(松村崇夫) <伝記> 0 7ーガレソトサッ

チャ ー(ケ ネス ・ ハリス) 0 アレクサンダ一大王

(ブリアン) <社会 ・経済書〉ちょっとごぶさた

しましたが(磁村尚徳) 0舛添要ーの「日本を問

う J (舛添要一 ) 0 多民族社会アメ リカ(石朋次)
〈家政学> 0乳幼児の栄養と発達(二木武) 0美

食倶楽部(エス ・ ピー ・ シー) <芸術 ・芸能> 0 中

国美の名宝(日本放送出版協会) 0 後輩への説教
(生島ヒロシ) 0 ナオコのどうゆ一関係こうゆ一

関係(研ナオコ) <文学書> 0 自動起床装置(辺

見庸) 0背負い水(萩野アンナ) 0 青春デンデケ

デケデケ(芦原すなお)

〈今月の標語) 0 r読む習慣をつけましょう 司

0開館時間 91砕から 17時30分までです。

毎週月限日，毎月末日 . 第 3 日曜日，
'祝日，年末年始

午後 l 時30分から

ft64-3414 
6亙EM171

図書館



ぶ

ー
、
届
出
対
象
者

一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
、
及

び
木
造
建
築
士
(
た
だ
し
、
既
に

届
出
済
み
の
方
は
除
く

。

)

愛
媛
大
学
医
学
部
付
属
病
院

救
急
診
療
開
始
の
お
知
ら
せ

築
士住

所
等
の
届
出
に
つ
い
て

の

愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、

十
月
四
日
、
第
三
次
救
急
医
療
を
目

的
と
し
た
救
急
告
示
病
院
と
な
り
ま

し
た
。当

附
属
病
院
で
は
、
こ
れ
ま
で
県

内
の
初
期
、
あ
る
い
は
、
第

二
次
救

急
医
療
施
設
か
ら
送
ら
れ
た
患
者
さ

ん
に
、
専
門
的
な
救
急
治
療
を
し
て

き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
第

三
次
救
急
医
療

機
関
と
し
て
、
地
元
医
療
機
関
、
消

防
署
と
協
力
し
て
、
地
域
の
開
業
医

あ
る
い
は
、
医
療
施
設
か
ら
の
紹
介

患
者
、
ま
た
東
温
消
防
署
の
救
急
車

~t' し

建

の

幸良広

建
築
士
の
み
な
さ
ん
、
建
築
士
の

住
所
等
の
届
出
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

愛
媛
県
で
は
、
建
築
士
法
に
定
め

る
建
築
士
の
住
所
等
の
届
出
が
十
分

で
な
い
た
め
、
建
築
士
会
の
協
力
を

得
て
、
届
出
制
度
の
周
知
、
徹
底
を

図
っ
て
い
ま
す
。

)
 

-l
 

(
 

に
収
容
さ
れ
た
人
の
う
ち
、
特
に
高

度
治
療
が
必
要
な
脳
卒
中
、
心
筋
こ

う
そ
く
、
頭
部
外
傷
な
ど
の
串
ぷ
告
を
、

二
十
四
時
間
体
制
で
診
療
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
対
応
い
た
し
ま
す
。

救
急
部
発
足
に
あ
た
り
、
担
当
医

師
3

名
、
専
用
病
床
2

床
の
み
で
、

ま
だ
十
分
な
受
け
入
れ
体
制
は
で
き

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
、
町
民
の

み
な
さ
ん
が
安
心
で
き
る
救
急
体
制

を
作
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
温
か
い
目
で
応
援

を
し
て
下
さ
い
。

2

、
届
出
期
間

平
成
3
年
刊
月
1

日
か
ら

平
成
4
年
3

月
白
日
ま
で

3

、
届
出
書
配
布
場
所
、
提
出
先

松
山
市
北
持
田
町

二
ニ
二

松
山
地
方
局

建
築
指
導
課

宮
⑪
1
1
1
1

松
山
市
二
番
町
四
丁
目

一
l

五

愛
媛
県
建
築
士
会
松
山
支
部

宮
⑩
4
8
0
8

第7回
，、

卜
11 タ
月イ
1A  
日労
~i動
凹旬
日間

場
所

ま
つ
ち
か
タ
ウ
ン
「
泉
の
広
場
」

宮
⑬
2
4
5
7
(
当
日
の
み
)

愛
媛
労
働
基
準
局

愛
媛
婦
人
少
年
室

愛
媛
県

主
催

労
働
省
で
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
の
就
業
の
実
態
に
配
慮
し
た
、

雇
用
労
務
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い

こ
と
等
、
種
々
の
問
題
点
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
労
使
双
方
が

協
力
し
て
、
処
遇
及
び
労
働
条
件
の

改
善
に
向
け
て
、
取
り
組
む
気
運
を

醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
パ

ー
ト

タ
イ
ム
労
働
旬
聞
を
実
施
し
て

お
り
、
本
年
で
第
七
回
目
を
迎
え
ま

す
。旬

間
中
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
相

談
コ
ー

ナ
ー
が
開
設
さ
れ
、
パ

ー
ト

タ
イ
ム
労
働
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
お
電
話
、

さ
い
。

日
時

fE 
ミ;告
カ、…

11 弓手

??合
目指主
i 進
30 月
日間

-

雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
、
失

業
し
た
労
働
者
の
生
活
の
安
定

を
図
り
、
再
就
職
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

0

・

雇
用
保
険
の
正
し
い
理
解
と
不

正
受
給
の
防
止
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

宮
⑫
1
0
1
0

お
立
寄
り
下

松
山
市
宮
田
町
間
|
6

正
し
い
受
給
で
あ
し
た
の
笑
顔

応
援
し
ま
す
雇
用
保
険

日
月

7

日

同

午
前
日
時
i

午
後
4

時
加
分

ゆとり時代の育児スタイル
一一平成 4年 4 月 1 日一一
育児休業法がスタートします

育児休業等に関する法律の概要

田 1 歳に満たない子を養育する男女労働
者は、 事業主に申し出ることにより、育児
休業をすることができます。
回事業主は、育児休業のほかに、 1 歳に
満たない子を養育する労働者が、就業しつ
つ子を養育することを容易にするための措
置を講じなければなりません。
団 事業主は、 l 歳以上小学校入学までの
幼児期の子を 、 養育する労働者についても、
育児休業や他の就業しつつ子を養育するこ
とを容易にするための措置に準じた措置を、
講ずるよう努めることが求められます。
回 この法律は平成 4 年 4 月 1 日から施行
されますが、常時雇用する労働者が、 30人
以下の小規模事業所については、平成 7 年
3 月 3 1 日までの問、適用が猶予されます。
回 この法律のために必要な事項は、施行
までの聞に労働省令及び労働大臣の指針等
において定められます。
回 この法律の施行機関は、 都道府県婦人
少年室であり、 一定の場合に労働大臣の指
針に基づき助言、指導、勧告を行L 、ます。

相談
無料

秘密
厳守

各
種
相
談
所

松所日 30 0 館 4 1 10 会 13 0 2 附 O 時 。
山 分日 1 丁 11 15 日 見日 議時 日 階日

2内松 8 I 時」義
奈 10 時 室 i 時 | 会同|

山時 17 4 0 良時 4 15 議時

本市 3分0 時o 躍月 震 1 0 第 月 111 冨 時 11 心 室 111 行 所 12 人
2 場 1 曜 通 重 16 月保険 月 配 15 月 政 月

町 l 第日 宮 県 所 ・ 日 事 包 信時 6 ~ 。 14 ご 時 14 役 19 権
E 1 12 1 1 3員災5 ⑪通交媛愛 3 1 故 @町日 年 場日 と 日 場日 相
⑬丁時 ・ 金 2 松土金 相 l 商 O(水) 金 所同 相 。(ボ 相 2 (利

4 目 30 3 躍↑ 1 事故 県 山曜曜談 2 工 場・ ) -談 場 ・ 階 差此

5 3 分 ・ 日 l 庁市日日| 役 ~I8 I 5 l 相 第一 4 館月 場日 議時

9 4 0場 土 8 談二番 9 9 重 4 2 同 役:12 室 1

曜時 所別町時時 信日 階 場日 15 



(12) 

固
圏
園
圃
固

ぶ

出
生
(
お
め
で
と
う
)

十
月
十
五
日
届
出
分

のt-f し報広

図書館

町民会館

所場日行

16出~.~.':まざし会 合… … U3. :~.0 三
一
-- 育がん検診対象 (40歳以上の方) 1 8:40-10:00 

当番医 西村内科

結核 2 次検診各地

問時名事月

死

亡

(
お
悔
み
)

上上北北見西志樋上上 住
野野奈 i掌

村村岡田良岡川口村村 所

門青久竹和丹加平日岩岩
氏

回弁保内回生谷郎慶次藤岡岡国
民久正 春 艶数，馬 名謙砂夫明勇江 子 進

年
69 84 65 67 87 81 88 73 78 65 

令

10 10 10 9 9 9 9 9 9 9 手E
亡

14 13 13 30 30 28 26 23 19 18 
σコ
日

ft64-2461 芯l宰)1117(日)

民会館

館民会

14:00-14:30 1 町

13 ・ 30-14:30 1 町

対象 (S64. 1.1 -H元年6 . 30生ま

れの児及び6歳未満の未接種児)

乳児検診

対象(H3年l 月・ 7月生まれの児)

二種混合予防接種③

18(月)

19(刈

2l(村

11 

インフルエ ンザ予防嬢種②

対象(符志保・拝志IJ、 '3歳以上の一般)

勤労感謝の日 当番医 西野医院横河原 告64-2152
23出卜一一一一一ー

祝日のため、ごみ収集は休み。 27 日仰に出して下さい。

・ 一 山本内科 川内町北方

拝志小学校体育館

ft66-2066 24 日 当右手医

月 1 25 凋 l 不燃三み回収日

25Uヲ ト一一一一一-一 健康相談(各地区) 27 日まで

心配ごと相談所 1 1 3:00-15:001 役場会議室

14 :00-14 :30 22(!泊

⑧
⑧
⑧
⑮
 

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
重
信
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
金
一
封
を
ご
寄
付
下

さ
い
ま
し
た
。
温
か
い
善
意
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
橋
金
治

(
田
窪
)

岩
田
淑
子

(
上
村
)

林
芳
野

(
見
奈
良
)

日
野
明
美

(
伊
予
市
)

丹
生
谷
ス
ミ
ヱ

(
下
林
)

岩
田
旭

(
上
村
)

日
野
隆

(
上
林
)

門
田
孝
明

(
上
村
)

丹
生
谷
則
篤

(
西
岡
)

民会館

2 例)

インフルエンザ予防機種①

対象( 3 歳以上の一般)

3 歳児健診

対象(S 63 .7. 1 -S 63 . 9 . 30 

生まれの児)

当番医 中川外科・内科 松山市南梅本町 ft76ー 7811

健康相談 1 13:00-14:001 町民会館

健康づくり料理講習会 1 _ _ _ _ _ _ _ 1 
1 9:30-12 ・ 30 1 南 野田公民館

( 1 日 30品目を回線に) 1. _. ---1 

国民健康保険税第 5 矧納期限

母親学級①対象(妊婦) 1 

隊乳食学級

対象(平成3年4月 ・ 5月生まれの児)

民会館

14:00-14:301 町

1 3:30-14:301 四]

28(;村

29~鉛

1 (日)

民会館13:30-15 ・ 30 1 町4 附

刑務作業製品展示即売会
平成3年12月 8 日 (日)

午前 9 時から午後 2 時まで
松山刑務所 (温泉郡重信町大字見奈良1243
-2 fi64-3355) 

即売品品目
各種タンス ・ 食器.棚 ・ 書棚等の木工製品

財布 ・ 紳士靴等の革製品
味噌 ・ 醤油 ・石けん等の日用品ほか多数

民会館

8 (日)

館

雪印ー2226

書

13 :30-15:301 町

図13:30一

川内町南方

おはなし会

当番医 泉内科

5 (桐

7 出

日時

場所

不燃ごみ回収日

母親学級②対象(妊婦)

三種混合(二稜混合)予防機種

対象 (1期3回 目終了後l年 -1年半 114 :00-14:30 1 町 民
の幼児及ぴ6歳未満の未援組兇)

行政 ・心配ごと相談所

会館

会館

町民13 :30-15 :30 
12 1 10ω 

11附

13 : 00-15:001 役場会議室

インフルエンザ予防後種②

対象 (2回目 )3歳以上の一般

子宮けいがん ・ 手しがん検診
113 :00-14 :00 1 町民会館

対象 (30歳以上の女性)

1 2附
民会館14 :00-14 :30 1 町

うかん鳥の使用時間について )
口同

空き缶の散乱防止、資源のリサイクルを目的に、
今年G月 1 日から始めた空き缶回収事業「 くうかん烏」

は、町民の皆様のご協力のおかげで、 10 月 18 日現在
て._ 266 ， 334本のa空き缶を回収することができました。
なお、 11 月からは、日没も早くなり 、 夏場に比べ、

一f) 1 空き缶の数も減少してきました。そこで\くうかん
年時ふハ| 烏の使用時間を、午前 9 時から午後 5 "寺までといた

~九ý' ~1 し ます。ご協力よろしくお願L 、し、たします。

n(て-r.r可ム.Q 11 くうかん烏の使用時間と定休日について | 
ミ守￡ンイ 11 使用時間 | 午前 9 時ー午後 5 時まで l 
p三三進三ョ 1 1 :iE休日 | 第3 日間目、月末日、祝日.年末年始(%一Ys) 1 

13働

牛田 横西検志横牛 住
i可 j可 i掌原j可

測窪原岡原 川 榊l 所

戒高山佐渡今井 ニ 弁 {呆能須岡々部 阪門

謙資数木幸総武律誠 護

二平彦 久司将雄治 者

有 あ 彩亜拓美 出
務1 お駿 沙 生

紀 L 、 華美未紀 児

10 10 9 9 9 9 9 9 生年月
3 1 25 22 16 15 13 9 臼

役場開庁日
月 1 14出卜おーはなじ長 … … 一一rù::iõ二 一 一 fl図 …ー 書 ' 命令 吋

1 5(日) 1 当番医 西野内科クリニック 牛洲 一ー

16伺) 1 母線学級③対象(妊婦) 1 

ft64-2200 

20(!凶

会館

民会館

町民会館

町民会館

上林公民館

役易会議室

町長

13:00-14:00 1 町

13 :00-14 :00 

10:00-15:00 

13:30-14 :30 

13 :30-15 :30 

17 必|子宮It，、がん・礼がん検診

トー--l 一一対象 (30店長以上の女性)一一

1鮒什子宮けいがん・礼がん検診
人権相談

手L 児健 診

対象(平成3年2月・8月生まれの乳児)

子宮 It ，、がん ・礼がん検診

対象 (30歳以上の女性)

19(ね
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